
市民の声は迷惑？？
２１宇治市民ネットにお寄せいただいたアンケ

ートでも９割の方が、後期高齢者医療制度の「廃

止・中止 ・ 見直し」が必要と応えています。」「

ところが今の市長は議会で 高、「

齢化のため必要 （３月議会 、野」 ）

党の廃止法案も与党の見直し案も

「自治体にとっては迷惑 （９月」

議会）と答弁しています。

「廃止・中止 「見直し」は市民の声」

後期高齢者医療制度はきっぱり廃止を！
宮
本
し
げ
お
さ
ん

後
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齢
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療
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域
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合
議
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も

議
員
と
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活
躍

八
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二
六
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に
開
催
さ
れ
た
京
都
府
後
期
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齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
で
、
宮
本
し
げ
お
さ
ん
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、
京
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府
保
険
医
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会
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「
後
期
高
齢
者
医
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制
度
を
廃

止
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
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に
対
し
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提
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す

る
こ
と
を
求
め
る
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書
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採
択
に
賛
成
し
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次

の
よ
う
に
討
論
し
ま
し
た
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「
七
五
歳
と
い
う
年
齢
を
も
っ
て
別
の
保
険
に
加

入
さ
せ
、
別
立
て
の
医
療
給
付
を
導
入
し
、
所
得
の

少
な
い
人
も
含
め
全
員
か
ら
保
険
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を
徴
収
す
る
な

ど
七
五
歳
以
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高
齢
者
の
医
療
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す
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後
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高
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者
医
療
制
度
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全
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の
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五
都

府
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医
師
会
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反
対
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直
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な
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批
判

的
な
態
度
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明
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、
制
度
の
中
止
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撤
回
、
見
直

し
を
求
め
た
自
治
体
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六
三
三
議
会
、
中
止
・
撤
廃

を
求
め
る
請
願
署
名
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六
百
万
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に
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し
て
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。

府
内
で
も
制
度
の
廃
止
・
見
直
し
・
改
善
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
を
提
出
し
た
議
会
は
二
一
議
会
に
な
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て
い
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こ
う
し
た
中
で
、
政
府
・
与
党
は

『
見

、

直
し
』
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
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政

府
・
与
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は
『
見
直
し
』
策
に
よ
っ
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『
保
険

料
『
九
割
軽
減
』
が
実
現
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な
ど
と
宣
伝
し
て

い
る
が
、
実
際
、
こ
の
『
見
直
し
』
策
に
よ
っ

、

（

）

て

保
険
料
負
担
が
三
月
ま
で
の
国
保
料

税

、

、

よ
り
も
下
が
る
人
は

全
国
で
約
六
五
万
人
で

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者
（
約
一
三
〇

〇
万
人
）
の
五
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
、

政
府
自
ら
が
共
産
党
の
小
池
晃
参
院
議
員
の
質

問
趣
意
書
へ
の
答
弁
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
回
の
『
見
直
し
』
策
に
よ
る
低
所

得
者
へ
の
保
険
料
軽
減
改
定
で
、
同
一
収
入
世

帯
な
の
に
保
険
料
負
担
の
格
差
が
現
行
六
倍
か

ら
一
三
倍
へ
拡
大
し
た
り
、
収
入
が
低
い
世
帯

の
方
が
保
険
料
負
担
が
重
く
な
る
逆
転
現
象
も

、

。

、

起
き
る
な
ど

矛
盾
が
深
ま
っ
て
い
る

今
回

政
府
与
党
が
示
し
た
見
直
し
改
定
の
措
置
で

、

。

は

制
度
の
持
つ
根
本
的
矛
盾
は
解
決
し
な
い

廃
止
以
外
に
な
い
」

請
願
は
、
宮
本
し
げ
お
さ
ん
ら
一
〇
人
が
賛

成
し
ま
し
た
が
、
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

京都府内でも

２１の議会で

「廃止・中止」

「見直し」の決議
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者
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怒
り
の
川
柳

今
に
見
ろ

姨
捨
山
が
噴
火
す
る

前
・
後
期

勝
手
に
つ
け
る
な
！

金
と
る
な
！

あ
の
世
ま
で

地
獄
・
極
楽

金
し
だ
い


